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放射性同位元素等の規制に関する法律
第38条の4 許可届出使用者（表示付認証機器使用者を含む。）、届出販売業者、届出賃貸業者及び
許可廃棄業者は、この法律の規定に基づき、原子力の研究、開発及び利用における安全に関する最新
の知見を踏まえつつ、放射線障害の防止及び特定放射性同位元素の防護に関し、業務の改善、教育訓
練の充実その他の必要な措置を講ずる責務を有する。

放射性同位元素等の規制に関する法律施行規則
第21条第１項 法第21条第1項の規定による放射線障害予防規程は、次の事項について定めるもの
とする。
(1)~(14) 省略
(15) 放射線障害の防止に関する業務の改善に関すること（特定許可使用者及び許可廃棄業者に限
る。）。
(16)~(18) 省略

業務の改善について予防規程で定めなければならないのは特定許可事業者と許可廃
棄業者だけだが、表示付認証機器使用者を含むすべての使用者に業務の改善や教育
訓練の充実等の責任がある。
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2014 2015

「特殊な施設でしか起きない」
「馬鹿なやつが起こした」

もっと日常的に起きているトラブルを紹介して身近に感じてもらう
事はできないだろうか？
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現在13件の情報が提供され
ている昨年度の学術⼤会から
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第6回6⽉シンポジウム(2009)
プロシーディングスによる

19件の情報が掲載されている！
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ヒヤリハット事例を生かした放射線利用にお
ける安全文化醸成のための教材開発

2022年度 科学研究費補助金 基盤(C)

令和4年度 1,200千円

令和5年度 1,300千円

令和6年度 400千円

令和7年度 300千円

アンケート調査
アンケート発送: JRSM事務局に委託

教材作成、公開

ヒアリング調査
アンケート調査をもとに現地調査を行う
（１０件程度）

研究代表者：鈴木智和、研究分担者：桧垣正吾、髙橋賢臣



• 9月頃に全国の大学・研究機関にヒヤリハット情報提供
のお願いを発送する。同時に、情報提供用Google form 
(またはMicrosoft form)を開設する。
• 大学・研究所以外にはRI協会の年次大会のポスター発表
を利用して情報提供を呼びかける。
• 情報の集まり具合は学術大会で報告する。
• 年度内にパイロット的にヒアリング調査ができると良い。
• ヒアリング調査の調査員を募集！
• アンケートが十分に集まらないときは大型加速施設や各
大学のRIセンターをヒアリング調査する。ご協力をお願
いします。
• 情報は当面の間、原子力規制委員会への提供を行わない。
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•放射線管理区域内で起きたヒヤリハット事例はRIの
使用の有無にかかわらずすべて情報収集の対象とす
る。
• 放射線管理区域内のエレベータに液体窒素を持って搭乗し
たところそのエレベータが故障して閉じ込められた。

•放射線管理区域外で起きたヒヤリハット事例で、放
射線管理区域内でも起こりそうな事例は情報収集の
対象とする。
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事象 原因 教育の対象者
放射線障害予防規程の改正を3/8の教授会で4/1改
正で承認した。事務職員が3/12に変更届を規制庁に
提出してしまい、規制庁から不受理の電話連絡が
あった。

勘違い 事務担当者

従事者の一人の個人線量計からX/γ線1mSvの被ば
くが測定された。本人に事情を確認したところ自然
線源（トリウムタングステン棒、塩化カリウム、ト
リウム入りマントル、ラジウムセラミックボール）
のセットの近くに線量計を保管していたことが発覚
した。

うっかり 線量計を使う全
従事者（エック
ス線を含む）

実験室1では当初5/23から実験グループAがビーム
を使用することになっていた。同時に実験グループ
Bが5/20から5/22まで実験室1で他の作業を行う予
定で滞在していた。 急に実験グループAが5/22か
らビームを使用することになったため、実験室1を
閉鎖し、最終確認のため室内に「ビームを出しま
す」と声がけしたところ、返事があった。実験グ
ループBはビームスケージュールが変更になったこ
とを知らされていなかった。

コミニュケーション
不足

加速器管理者
従事者
経営層



こんなことが起きたら情報提供をお願いします！
• 非密封RIまたは粉末状・液体状放射化物による手の汚染
• 動物投与時の指先への針差し
• ガス状RIの誤吸入
• 不適切な検出器選択（トリチウムの測定にGMサーベイメータを使用する等）による汚染検査
の確認漏れ

• 実験室の隅に置かれていた加速器の部品を測定しないで管理区域外へ持ち出した
• 工事業者に一時立ち入り者として作業を依頼したところ、管理区域内で飲食を行っていた
• 実験によって発生したRI汚染が定期の汚染検査で発覚した
• 使用室以外（廊下等）での汚染
• 線量計の不適切使用や心当たりのない外部被ばくが計測されること
• 計画外被ばく
• 下限数量以下の密封小線源の紛失、紛失騒ぎ

ヒアリング調査の調査員を募集します！
他団体の参加・協力も歓迎します。
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